
子供とメディアとの関わり方を
考える事業

NPO法人ほっとはあと



事業概要

•子どもとメディアのかかわりと遊びを通して子どもとの関わ

りを再認識し、メディアによって奪われているもの（愛情形

成 親子の時間 子供の時間 育児能力）について考える

機会と、遊びの重要性の再認識を促し、子供とメディアに

ついての提言を作成する。



子供とメディアに関する講座

• 子どもの生活と「メディア」 ～何が問題？何が大切？

～ メディアが子どもに及ぼす影響と、

上手な関わり方を学んでみませんか～

講師：筑紫女学園大学 原陽一郎 准教授

９月８日午前 保護者42人 午後 支援者 15人

９月９日午前 パパ、プレママパパ向け 44人 計１０１名



受講アンケート

受講前後で意識は変わったか？

変わった 93％

メディア無くしては難しいこともある。 メディア以外の事での工夫を考えたい。

変わらなかった7％

もともとメディアには触れさせていなかった。



メディアの視聴時間

○現在メディア視聴２時間以上93％

少しの視聴なら問題ない 時間を短くしよう ノーメディアに取り組む

○現在メディア視聴２時間以下7％

もともと少なかったがもう限界かなー ノーメディアを継続したいと思う。



ワークショップ
「メディア」との長時間接触による影響について考えるワーク

9月 26日 山手公民館

10月 18日 サンワーク

11月 10日 きよね夢てらす

こどもと遊びについてのワーク

10月 2日 山手公民館

10月 25日 サンワーク

11月 17日 きよね夢てらす

参加者延べ人数 ・・・61名（参加申し込み67名）



「メディア」との長時間接触による影響について考える

• ワークショップ

メディアが子供に及ぼす影響について

子供たちの視覚に異変が・・・ 浮かび上がってみえますか？



子どもとあそびについて考えよう
ワークショップ

メディアはどんな世界観をあたえているのか？

こんな映像を見た時、ママの声掛けは？







様々な理由でメディアOK ９３％

受講前

□メディアに接触せずして育児はあり得ない

□ブルーライト制限をしているから大丈夫

□子供向け番組なら大丈夫

□見ていると大人しいから楽

□子どものメディア接触についてあまり考えたことがない

□自分もＴＶを見て育ったから、何がいけないのか分からない

□その他
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メディアとの付き合い方を考えたい・・・93％

受講後

□メディアとの接触時間を見直そう

□メディアに頼らない子育てをしてみよう

□安易にスマホを触らせないようにしたい

□子どもとメディアについてちゃんと考えよ

う

□自分たちの見ていた時代と現代のメディ

アは違う

□その他



保護者の変容

• アンケート結果

• 受講前と考えがかわったか？

• 変わった93％

• ・ 少しなら見せるのは仕方ない メディアの時間を減らそう

• 変わらなかった7％

• もともとメディアは控えていた。



遊びで育つ子供の心 講演会

• 遊びで育つ子供の心 講演会

• 講師NPO法人こどもたちの環境を考えるひこうせん

• 代表 赤迫康代 先生

• 日時：平成29年11月21日参加者22名

•子どもにとってメディアは遊びにならないことに気付けた・・・96％



2回の講演会とワークショップを終えて

• なぜメディアがいけないのか

• 子ども番組ならいい 知育になる メディア以外の遊びを考える

• 子供が静かにしてくれる。 メディアに頼らない 97％

メディアは子供の遊びにはなっていない

失われる大切な時間



受講後半年後の保護者の様子

ワークや、講演を思い出して、頑張っている。

時間は短縮できている。

意識をするようになっている

60％の保護者に変容は継続

93％の保護者は、時々思い出して意識をしている



まとめ
今回の事業は

受講した保護者の93％がメディアへの意識変容から 実行を初めている

半年後も意識を持ち継続している保護者は６０％を占め、時々頑張っている保護者は93％

子育て支援ひろば、親育ち応援プログラムファシリテーターの活用により、

多くの場所での啓発活動が可能

子どもの健全な発達へのきっかけ となった。



総社市における子供とメディアについての提言

溢れる自然の体験と親子の時間を大切に、子供の遊びを考え、上手なメ

ディアとの関係を保ち、より豊かな、人間育成を行っていきましょう。

メディア以外の遊びを子供と一緒に楽しみましょう。

さあ、外に出て、この総社の豊かな大自然と一緒に子育てをしましょう。

(TECHNOLOGY WILL NEVER REPLACE LOVE)

どんなテクノロジーも愛にはかなわない



皆さんの 身近な人にも
是非、声掛けをしてください！！

御清聴ありがとうございました。


